
 

 

 

【参考】補助金等の不正発生リスク・要因について 

 

（令和８年２月 18日作成） 

 

 「富山国際大学・富山短期大学 補助金等の不正防止計画」を策定するにあたり、 

不正を発生させるリスク・要因等として考えられるものを以下のとおり整理する。 

 

・時間の経過による、責任意識、責任体系（運営管理体制）に関する認知度の低下 

・研究倫理や経費執行ルール等の周知不足 

・不正発生リスク、要因を踏まえた対策の検討不足 

・予算執行の特定時期への偏り（研究者サイドの予算執行状況の把握不足） 

・同一の研究室における、同一業者、同一品目の多頻度取引 

・出張事実確認等の不徹底（二重払いのチェックや用務先への確認など)  

・物品購入時における確認の形骸化 

・情報伝達体制の未確立（相談を含む「告発窓口」の周知不足） 

・内部監査等のモニタリング不足 

・防止計画のアップデート漏れ 

以 上  


